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１．はじめに 
高流動コンクリートの製造においては，高性能 AE 減水剤（以下，SP 剤と記す）の添加率によってコンク

リートの流動性が鋭敏に変化するため，専門技術者がその添加率をピンポイントで決定しているのが現状で

ある。これに対して，ウェランガム等の増粘剤を使用した併用系高流動コンクリートは，SP 剤の添加率が高

流動コンクリートの流動性に及ぼす影響が小さいため，ある程度の幅をもって SP 剤の添加率を決定すること

ができ，高流動コンクリートの製造を容易にしている１）。本研究では，新たに開発した増粘剤デュータンガ

ム２）が，SP 剤の添加率の変化に伴う高流動コンクリートの流動性の変化を緩和させる効果を把握するために，

モルタルの練混ぜ試験を実施して，その性能を評価した。 

２．実験概要 
使用材料およびモルタルの配合を表－１，２に示す。細骨材には，粒度分布を安定させるために，相馬産

珪砂３号，４号，５号を７：４：９の割合で混合して使用した。粉体には，普通ポルトランドセメントと石

灰石微粉末を容積比１：１の割合で混合して使

用した。増粘剤には，図－１に示す分子構造を

有するデュータンガムおよびウェランガムを使

用した。両者の化学構造上の相違は側鎖にあり，

ウェランガムはラムノースまたはマンノースが

１個ついているのに対して，新たに開発したデ

ュータンガムは２個のラムノースがつい

ている。 

実験では，ポリカルボン酸エーテル系

SP 剤の添加率がモルタルの流動性に及

ぼす影響を評価するために，その添加率

を粉体重量に対して 0.2％単位で変化さ

せた。モルタルの練混ぜは，

モルタルミキサを用いて行

い，１バッチの練混ぜ量を

６リットルとした。練混ぜ

方法としては，全材料投入

後，160r.p.m で 120 秒間低

速撹拌し，掻落しを行った

後，216r.p.m で 120 秒間中

速撹拌した。その後，ミキ

サ内で５分間静置した後，
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図－１ 増粘剤の化学構造式 

 
表－２ モルタルの配合 

Vs/Vm Vw/Vp Air DG WG SP ARA

（％） （％） （％） Ｗ Ｃ LP Ｓ (W×%) (W×%) (P×%) (kg/m3)
－ － 0.8～1.2

0.025 － 1.0～1.6
0.05 － 1.4～2.2
－ 0.05 2.0～2.6

W/C：水セメント比， Vs/Vm：細骨材容積比， Vw/Vp：水粉体容積比， P：粉体（C＋LP）の重量

40.0 0.091023416487

単位量（上段：kg/m3）

2802±190

 

表－１ 使用材料 
使用材料 記号 摘　　要

セメント C 普通ポルトランドセメント 密度3.16g/cm3，比表面積3,350cm2/g
混和材 LP 石灰石微粉末 密度2.70g/cm3，比表面積3,470cm2/g

密度2.61g/cm
3
，吸水率0.72%，

粗粒率2.59
SP 高性能AE減水剤 ポリカルボン酸エーテル系

ARA 抑泡剤 ポリアルキレングリコール誘導体
WG ウェランガム
DG デュータンガム

細骨材 相馬産珪砂

増粘剤
混和剤

S
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さらに 60 秒間中速撹拌して排出した。練り上がった試料

は，直ちにモルタルフロー試験（０打），モルタルＶ漏斗

流下試験および空気量試験に供した。 

３．実験結果 
空気量およびモルタル温度は各々1.7～2.8％，20.6～

21.4℃の範囲であり，モルタルの性状に及ぼす影響は SP

剤添加率のみであることを確認した。 

モルタルフロー試験の結果を図－２に示す。図中のモ

ルタルフロー245±20mm の範囲は，高流動コンクリート

として適したモルタルフロー値３）である。同図に示すよ

うに，増粘剤を用いない場合には，SP 剤添加率の変化に

よって，モルタルフロー値が鋭敏に変化した。デュータ

ンガムを使用した場合には，0.025％の使用量では，増粘

剤を用いない場合に比べて，モルタルフロー値の変化が

わずかに小さくなる程度であった。これに対して，0.05％

の使用量では，モルタルフロー値の変化が非常に小さく

なり，ウェランガムを使用した場合とほぼ同程度の流動

性安定効果が得られることが分かった。また，ウェラン

ガムに比べて，SP 剤添加率が低い領域で，高流動コンク

リートとして必要な流動性が得られることが分かった。

このことは，コンクリートの初期強度発現性の改善，打

込み時の側圧の軽減，材料コストの縮減が期待できるこ

とを示唆している。 

Ｖ漏斗流下試験の結果を図－３に示す。図中のＶ漏斗流下時間 10±1 秒の範囲は，高流動コンクリートと

して適した流下時間３）である。増粘剤を用いない場合およびデュータンガム使用量が 0.025％の場合には，

実験に供したモルタルの配合が必ずしも適切なものであったとはいえないと考えられるが，モルタルフロー

試験と同様に，SP 添加率の変化に伴うＶ漏斗流下時間の変化が大きいものであった。これに対して，デュー

タンガム使用量が 0.05％の場合には，Ｖ漏斗流下時間の変化が，ウェランガムを使用した場合とほぼ同程度

であり，SP 剤添加率がＶ漏斗流下時間に及ぼす影響が緩和される結果となった。また，モルタルフロー値が

同程度のとき，Ｖ漏斗流下時間も同程度となり，ウェランガムを使用した場合とほぼ同じ性状を有するモル

タルが得られることが分かった。 

これらのことから，デュータンガムを使用することで，ある程度の幅をもって SP 剤の添加率を定めるこ

とができ，安定した高流動コンクリートの製造に寄与できると考えられた。 

４．まとめ 
 新たに開発した増粘剤デュータンガムには，SP 剤添加率に対して，ウェランガムと同程度の流動性安定効

果があり，併用系高流動コンクリート用の増粘剤として十分な性能を有していると判断された。 
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図－３ Ｖ漏斗流下試験の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ モルタルフロー試験の結果 
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